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“ミライのフツー”をつくろう！
取組事例集（2022年７月発行）
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山村条例～とよたの山村を次の世代に～（2021年制定）
（山村地域の持続的発展及び都市と山村の共生に関する条例）

・豊かな自然環境のほか、山村での暮らしの営みや感じられる幸せなど、市民の皆様と共通認識
が持てるよう「山村の価値」を定義

・市の責務、市民・山村住民・事業者などがそれぞれの立場で取組を進められるように役割を明記
・必要な取組をとりまとめた「おいでん・さんそんプラン」に沿って施策を推進し、

取組を毎年度公表する推進体制を規定

「ＷＥ ＬＯＶＥ とよた」条例～「わくわくする世界一楽しいふるさと」をめざして～（2017年制定）
市民が、自然、歴史、産業、文化、スポーツといった様々な魅力や個性あふれる地域が
共存・交流するとよたの魅力を再認識するきっかけとし、とよたを未来に向けて希望
溢れるふるさととして次世代へつないでいく役割を持つ条例
（基本理念）

・互いを尊重しながら、とよたの魅力を自由に楽しむ
・とよたの魅力を周りの人々に伝え、共に楽しむ
・互いに協力しながら、とよたをもっと楽しくする

豊田市まちづくり基本条例～共働によるまちづくりの推進～（2005年制定）
「自立した地域社会の実現を目指す」ことを基本理念として、自治の基本や市民参加の在り方についての
考え方や方向性を明らかにするとともに、「市民の誓い」に示す市民像や総合計画等で立案した政策を実現
するための方針や手続きなどの基本事項を定める条例

豊田市の地域特性に合わせた独自の条例

森づくり条例～１００年先を見据えた森づくり～（2007年制定）
・東海豪雨（2000年９月）の被災体験を基に、人工林を始めとした森林の適正な管理に

向けた基本理念等を定める条例
・条例に基づき、「森づくり構想」「森づくり基本計画」を定め、具体的な施策を推進



先進技術・仕組みを活用した
取組事例
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先進技術・仕組みの活用

カーボンニュートラル
（防災）

とよたSAKURAプロジェクト（2014年～）

トヨタ自動車×トヨタホーム×市内トヨタ系販売店8社
災害時の電源確保やコロナ禍での避難所の密回避に向け、ＰＨＶやＦＣＶといった車両の外部給電機
能をふやす・つなぐ・つかえる仕組みづくりに挑戦
※PHVやFCVを走る発電機と捉え、車両から電源供給ができる外部給電機能の普及を図る

【担当者コメント】
次世代自動車の環境面、防災
面のメリットを広め、環境に
優しく、災害に強いまちとな
るようプロジェクト進めてい
ます。
桜の花びらが舞ように、豊田
市での取組が全国へ、さらに
世界へ広がることを目指して
いきます。

【次世代自動車 購入補助を実施】
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豊田市役所
環境部、地域振興部、企画政策部



先進技術・仕組みの活用

カーボンニュートラル
（防災）

とよたSAKURAプロジェクト 最適配車アプリ（2020年～）

トヨタ自動車×トヨタホーム×市内トヨタ系販売店8社
給電活動が可能な車両を最適配車するアプリを使用し、市や自動車販売店が保有するPHVやFCVを配
車し、避難所などの電源を必要とする場所に電気を供給

【担当者コメント】
災害時を想定し、市内の資源
を最大限有効活用するために
実証を進め、実用化に向けた
検証や課題の抽出を進めてい
ます。
災害発生時には、市内外で電
動車を活用した支援ができる
よう備えていいきます。

豊田市役所
環境部、地域振興部、企画政策部
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先進技術・仕組みの活用

カーボンニュートラル
（中小企業支援）

中小企業の
①カーボンニュートラル化 ②デジタル化 支援

豊田市役所
産業部・環境部
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②市内の製造業、建設業、運輸業を営む中小企業者を対象に、生産性の
向上、電子商取引やキャッシュレス決済などの、デジタル技術を導入す
るに当たり、その費用の一部を補助

補助率：補助対象経費の2分の1
上限額：従業員数に応じて

100万円～500万円

補助率：補助対象経費の2分の1
上限額：3,000万円

①市内で製造業を営む中小企業者等が、再生可能エネルギー発電設備等
（太陽光発電設備など）を導入するに当たり、その費用の一部を補助

※2022年度～

※2021、2022年度

【担当者コメント】
中小企業のカーボン
ニュートラル化やデジタ
ル化を支援するため、補
助金のほか、カーボン
ニュートラルや省エネに
関して相談できる窓口の
設置や「豊田市脱炭素ス
クール」を開講し、中小
企業の経営層に対して、
脱炭素経営のポイントや
省エネ推進・再エネ導入
方法を学ぶ場を提供する
など、様々な支援を行っ
ています。



先進技術・仕組みの活用

カーボンニュートラル
（再エネ）

バーチャル パワー プラント（VPP）（2020年～）

中電×トヨタ×デンソー×東邦ガス×アイシンほか

【市内ポンプ場に実装済】

再生可能エネルギーの地産地消を実現するため、電力需給のバランス調整等を実施
※「バーチャルパワープラント」：風力・太陽光・バイオマスといった様々な発電設備を

ひとつの発電所のように制御

【担当者コメント】
ＶＰＰは、再生可能エネル
ギーの地産地消に必要な技術
です。
この取組により、地産地消比
率を高めることができること
が実証できました。
特に、電力使用量を制御する
ことで節電（コスト縮減）も
達成できました。

豊田市役所
企画政策部、総務部、上下水道局
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先進技術・仕組みの活用

ＴＯＰＩＣＳ
環境モデル都市からゼロカーボンシティへ
2009年の環境モデル都市選定から、創エネ・省エネ・
蓄エネの取組により、エネルギー地産地消を推進

○グリーン電力証書等の活用
渡刈クリーンセンターでのバイオマス発電や、補助
金を活用して市内の家庭に設置されたエネファーム
によるCO2削減の「環境価値」をグリーン電力証書
やＪクレジットとして市内企業へ販売することで、
地域の脱炭素化を推進
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発電場所 種別 発電量

①住宅用太陽光発電補助 太陽光 51,000kW

②渡刈クリーンセンター バイオマス・太陽光 6,800kW

③面ノ木風力発電所 風力 1,800kW

④小中学校校舎太陽光 太陽光 21校 708kW

※主な再生可能エネルギー発電導入・関与施設（2020年度末現在）

○エコファミリー支援補助金
（住宅編）ＺＥＨ、太陽光・ＨＥＭＳ・蓄電池の一体、燃料電池、蓄電池・Ｖ２Ｈ（上限5～20万円）
（自動車編）ＰＨＶ・ＥＶ※、ＦＣＶ、超小型ＥＶ（上限3.5～32万円、※充電設備補助有）

○豊田市版環境減税
スマートハウスを始め、再生可能エネルギー発電設備や電気軽自動車（超小型ＥＶ）に係る
固定資産税・都市計画税・軽自動車税を一部減免 【NEW】太陽光パネル・蓄電池 共同購入事業

普及拡大に向け、市民・事業者が共同購入することで、機器を
お得に導入できる事業を開始



先進技術・仕組みの活用

モビリティ
ＭａａＳ：超小型ＥＶを活用した地域課題解決
訪問診療：トヨタ×藤田医大×医師会×医療センター（2021年～）
デリバリー：豊栄交通×商工会議所×トヨタ（2020年～）

豊田市版ＭａａＳをモビリティ・アズ・ア・ソリューションと定め、様々な地域課題解決に活用
狭隘道路の走行や夜間訪問を行う訪問診療での活用や、コロナでニーズが高まったフードデリバリー
に活用し、市内飲食店の支援を実現

【担当者コメント】
医療関係者からは、小型で狭
い道路が走りやすく、夜の訪
問も騒音がなくストレスがな
いと好評いただいております。
フードデリバリーについても、
コロナ禍で、突然のニーズの
高まりに対し、迅速に対応し、
飲食店の中には、“売り上げ
の１０％超を宅配が占めた”
と感謝の声をいただきました。

豊田市役所
企画政策部、福祉部

【豊田地域医療センターに実装済】
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先進技術・仕組みの活用

モビリティ
自動走行実証
①名古屋大学×豊田都市交通研究所（2017年～）

②新明工業×フジタ×トヨタすまいるライフ（2020年）

市内の様々な場所をフィールドとして提供し、自動走行の技術開発を支援
施行中の区画整理事業地内を走行路とするなど、走行路の確保に係る企業等の負担を軽減

【担当者コメント】
市内企業から、自動走行の実
証フィールド提供のオファー
があり、より実空間に近い
フィールドを提供するため、
区画整理の事業中である区域
を使用しました。
手続き等を簡略化でき、迅速
に実証を行うことができまし
た。

豊田市役所
企画政策部
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①名古屋大学と実施した公道走行実証

②区画整理事業地内を活用した走行実証



先進技術・仕組みの活用

モビリティ
ドローン
①消防用ドローン：プロドローン（2018年～）
②協業ネットワーク：SkyDrive（2021年～）
③水管橋点検（実証実験）：ミライトテクノロジーズ（2021年）

豊田市役所
消防本部、産業部、上下水道局

【豊田市消防に実装済】

ドローンの活用機会の創出を図るとともに、ドローンの開発・製品化の加速を図る取組を推進
豊田市消防においては、水難救助や山岳救助、林野火災対応などへ対応するため、訓練を積むととも
に、実際に現場で運用をしています。
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【担当者コメント】
消防において、ドローン
の利用により、活動方針
の決定が迅速にできるよ
うになりました。
隊員が踏み込めない場所
でもドローンにより状況
確認を行うことができる
ようになるなど、円滑な
活動につながっています。



先進技術・仕組みの活用

ＴＯＰＩＣＳ
公共交通・公用車のＺＥＶ化（2010年～）
基幹バス：燃料電池バスＳＯＲＡを３台運用
公用車：ＰＨＥＶ 34台、ＦＣＥＶ ３台

超小型電気自動車C+podを９台運用
（購入７台、カーシェアリングサービスによる運用 2台）
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EV（電気自動車）、PHEV（プラグインハイブリッド車）、FCEV（燃料電池自動車）などの環境性能
に優れた次世代自動車の導入促進や、カーシャアリングサービスの活用を始めとした、CASE・MaaS
の社会実証・実装の促進により、次世代型の脱炭素交通システムを導入し、交通の脱炭素化を進めて
います。



先進技術・仕組みの活用

超高齢社会
（医療）

地域リハ イノベーションセンター
藤田医科大×トヨタ×豊田加茂医師会×医療センター

豊田市役所
福祉部

先進技術を活用した地域リハビリテーションや在宅療養の推進を図るため、産学官医が連携し、豊田
地域医療センター内に開設

【担当者コメント】
ＩＣＴなどの最新技術の導入
や関係機関との連携強化に
よって、在宅療養を始めとし
た選択肢を増やし、「地域」
との関わりを大切にした「コ
ミュニティ・ホスピタル」と
して、一人一人が自分らしく
暮らせる地域社会の実現を目
指していきます。

【事業中：２０２１年１１月オープン】
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先進技術・仕組みの活用

超高齢社会
（福祉）

重層的支援体制（2021年～）

「８０５０問題」を始めとした複雑化・複合化した
課題への対応

【担当者コメント】
全国的に、複雑化・複合化し
た困りごとに対し、対応する
福祉サービスがなく支援が困
難という課題を抱えています。
本市では、民間事業所のノウ
ハウを活用した新たなサービ
スを創出・提供することで、
住民の課題解決を目指します。

豊田市役所
福祉部

対応できる既存のサービスがない場合に、多分野の民間福祉事業所などで構成される任意団体
「とよた多世代参加支援プロジェクト」へ個別サービスなどの支援協力を依頼。対象者に合った支援
を創出・提供することで、困りごとの解消を図る。

15
※国は、地域住民の複雑化・複合化した支援ニーズに対応する市町村の包括的な支援体制の構築を目的として令和2年6月に社会福祉法を改正し、重層的支援体制整備事業を創設。令和3年4月から施行
※本市は平成29年度からモデル事業実施を進めており、全国に先駆けて体制の整備が進んでいることから、重層的支援体制推進事業と独自の呼称を使用。

重層的支援体制推進事業 本市の基本的な流れ

本人 本人以外

本人

地
域
づ
く
り
事
業

・世代や属性を超えた住民同士の多様な場の整備及びコーディネート
・すでに実施している以下の５事業の参加者交流等

・相談を適切に聞き
取り、対応できる
支援機関に適切に
つなぐ

・支援が行き届く
よう本人への自
宅訪問等を行う

※ 法令上規定する５事業（当該事業は公的サービス主体）

包
括
的
相
談
支
援
事
業

多
機
関
協
働
事
業

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
等
を
通
じ
た

継
続
的
支
援
事
業

相談

子ども家庭課

子育て支援
センター

次世代育成課 地域保健課 地域保健課 生活福祉課

福祉総合相談課
地域包括支援
センター

社会福祉
協議会

障がい者相談
支援事業所

保健支援課

ケアマネ

生活支援体制整備
事業（協議体、生
活支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ）

地域活動支援セン
ター事業（ｴﾎﾟﾚ、ﾎﾟ
ｼﾞﾃｨﾌﾞ21いなぶ）

一般介護予防事業
（自主ｸﾞﾙｰﾌﾟ支援）

共助の基盤づくり事業
（子ども食堂、権利擁
護支援活動応援資金）

地域子育て支援
拠点事業（子育
て支援ｾﾝﾀｰ）

参
加
支
援
事
業

・多機関の適切な連携による支援の実施
・必要な支援機関を招集し、支援の方針や役割分担を決定
・個別課題を積み上げ、必要な公的サービスなどの検討

・地域資源を活用した支援につなぎ、社会参加を促進
・既存の支援がない場合、新たな支援メニューを創出する

とよた多世
代参加支援
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

既存の支援

支援策がない

新たな支援メニューの創出

地域
サロン

お助け隊 交流館
自主ｸﾞﾙｰﾌﾟ

子ども
食堂

など

福祉の相談窓口

・就労や生きがい、居場所の提供等、対象者に合った新たな支援
メニューの創出。
・上記のような取組のノウハウの共有と事業所間のネットワーク
を構築

②個別サービスの開発など
の支援協力を依頼

豊田市

①対応できる既存のサービスなし

③本人に合った
支援の創出・提供

市民

とよた多世代参加支援プロジェクト 概要

活
動
内
容

⇒市内民間事業所で構成する任意団体『とよた多世代参加支援プロジェクト』
と協定を締結

設 立・・・令和３年３月２４日（水）
構 成・・・４５事業所（高齢・障がい・子ども若者・困窮・農家・企業

など）※R4.5.1時点
①市町村レベルで属性を超えて福祉系の民間事業所が団体化

するのは全国初の取組。
②福祉事業所だけでなく、一般企業や農家など支援に関わっ

てほしい事業者も参加。
事務局・・・合同会社P-BEANS

・民間活力を活用し、行き詰まっている支援の協力を依頼。（下図参照）
・令和３年５月２６日（水）の同プロジェクト総会にて協定を締結。
・同プロジェクトに負担金400万円を拠出。

民間活力の活用による課題解決

とよた多世
代参加支援
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

課題



先進技術・仕組みの活用

超高齢社会
（介護予防）

成果連動型・民間資金活用（SIB）による介護予防
NRS推進機構×ＪＡＧＥＳ×市内外企業・団体

豊田市役所
企画政策部、生涯活躍部、
福祉部、保健部、産業部

ソーシャル・インパクト・ボンド（SIB）と呼ばれる委託契約手法により、コロナ禍における高齢者に
対し、介護予防につながるプログラムを積極的に提供
民間資金により、プログラムを先行して提供。市が設定した成果が報告されれば、成果に応じて報酬
を支払う仕組みを採用。各事業者は自社のノウハウやアイデアを積極的に活用し、高齢者にプログラ
ムを提供

【担当者コメント】
市の保健師を始めとした人的
リソースをコロナ対応に振り
向けざるを得ない一方、高齢
者の方は外出を控えられ、介
護リスクが急上昇していると
いう課題を解消するため、市
内外の事業者に協力いただき、
コロナ禍でも介護予防活動を
積極的に提供しています。

【事業中：２０２１年７月から５年間】 16



先進技術・仕組みの活用

ＴＯＰＩＣＳ 【実証事業】紙オムツの下水道受入れ社会実験（2021年）

特別養護老人ホーム三九園×ＬＩＸＩＬ×国土交通省

【担当者コメント】
使用済み紙オムツの処理に関
わる介護施設の方の負担増大
が社会問題となっていると感
じています。
この実験の結果が、介護の現
場で働く人たちの負担軽減に
つながることを期待していま
す。

豊田市役所
上下水道局

介護施設で使用された紙オムツをし尿と焼却可能な紙オムツ成分に分離し、分離されたし尿などは下
水道へ排出し、紙オムツ成分は燃えるごみとして処理
使用済み紙オムツの臭気、保管、運搬に関する介護施設職員の方の負担軽減。使用済み紙オムツの減
量・減容化（参考：重量3分の1、容積6分の1）により、ごみ処理のコスト低減を期待

17



先進技術・仕組みの活用

自治体DX
（インフラ）

衛星画像を活用した漏水調査
①Utilis（ユーティリス）（現社名：ASTERRA）（2021年）

②天地人×フジ地中情報（2022年～）

豊田市役所
上下水道局

衛星画像をＡＩ解析することで、効率的に漏水箇所を発見する取組を進めています。2020年８月に全
国で初めてUtilis社に委託し調査を行いました。なお、その結果を踏まえ、精度向上を図ることを目的
に、2022年２月から（株）天地人・フジ地中情報（株）とともに実証実験を実施しています。

【担当者コメント】
インフラの老朽化はまった
なしの課題です。
水道管の老朽化に対し、効
果的・効率的な予防保全を
実施していくために、調査
は不可欠です。
特に、市域の広い豊田市に
おいて、効率化を図るため、
実証を推進しています。

18

※実証実験の概要
・漏水可能性区域の判定区域を縮小（直径２００ｍ→（目標）直径１００ｍ以内）
・漏水的中精度の向上（約3割→（目標）約6割）



先進技術・仕組みの活用

自治体DX
（インフラ）

森林業務におけるレーザ測量技術の活用（2021年～）

①UAV搭載型レーザスキャナによる森林境界測量の省力化
②航空レーザ測量・地上レーザ測量を活用した林道設計及
び災害復旧作業の省力化

豊田市役所
産業部

①森林整備に必要となる森林の境界測量作業において、UAV（小型無人ヘリ）搭載型レーザスキャナ
による測量の実用性と省力化の効果を検証しました。
②林道設計の測量において、航空レーザと地上レーザのそれぞれの特性を踏まえ、用途ごとにレーザ
測量を使い分ける新たな設計手法を確立しました。

19

【担当者コメント】
範囲が広く、起伏に富ん
だ森林での測量作業は、
危険も多く、労力がかか
ります。人手不足も進む
なか、レーザ測量技術の
積極的な活用により、省
力化を進め、持続的な森
づくりにつなげていきま
す。

境界に設置した反射板の位置をUAV搭載型レーザ
スキャナで測位し、図上に表示

赤色：検出された反射板

等
高

線

①

林道の線形検討においては、広範囲の測量
データをもつ、航空レーザ測量を活用

災害復旧計画などの検討
においては、現場の３D
図面が作成可能な地上
レーザ測量を活用

②



先進技術・仕組みの活用

自治体DX
（防災）

ＡＩ×ＳＮＳを活用した情報収集（2018年～）

（防災情報の収集手段の多角化）

豊田市役所
地域振興部

ＡＩ技術を活用して、ＳＮＳに投稿された情報を解析し、被害状況を可視化するシステムを導入し、
迅速な被害状況把握により、適切な対応につなげています。

【担当者コメント】
ＳＮＳ投稿を本市の災害対応をはじ
め、他自治体の被災状況の把握等に
役立てています。
また、民間企業からＡＩを活用した
台風の進路予想等の情報提供を受け
て、災害対応に生かしています。
情報伝達手段の多角化についても、
防災ラジオの導入をはじめ、積極的
に取り組んでいます。

20
情報伝達手段の多角化

防災ラジオ
AI×SNSを活用した情報収集



21

自治体DX
（救急救命）

救急救命活動のデジタル化（2022年～）

（救急隊と救急医療機関の連携実証）

豊田市役所
消防本部

TXP Medical（株）の救急医療情報システムを用いて、救急活動記録や情報伝達のデジタル化により、
これまで電話で行っていた医療機関への患者情報を迅速・確実に提供

【担当者コメント】
システムの導入により、病院への
正確な情報伝達と傷病者に対する
応急処置、診察・治療の時間が拡
充されることを検証しています。
あわせて、帰署後の隊員の作業軽
減を実現し、救急活動の質の向上
につなげていきます。また、救命
救急センターを含む重症救急患者
の医療を担当する市内の病院すべ
てと連携して取組を進めており、
救急活動のＤＸを加速していきま
す。

先進技術・仕組みの活用

「夏のＤｉｇｉ田甲子園（※）」
全国大会に出場（内閣官房主催）

※2022年度創設。政府主催で
「デジタル田園都市国家構想」の
実現に向けた地域の取組を募集し、
優れたものを表彰する取組



先進技術・仕組みの活用

自治体DX
（窓口）

キャッシュレス決済・セルフ申請窓口（2020年～）

豊田市役所
総務部、市民部

市民課窓口における証明書交付手数料の支払いに、クレジットカード、電子マネー、ＱＲコード決済
の利用が可能。
また、証明書セルフ申請窓口を設置しており、マイナンバーカードをお持ちの方が画面を操作するこ
とで、申請書の記入をせずに（ペーパーレス）証明書の交付申請が可能。

【担当者コメント】
市民の利便性向上、金銭授受に係る
職員の事務負担軽減のため、キャッ
シュレス決済を導入しています。
証明書の発行窓口だけでなく、ス
ポーツ施設などの公共施設への導入
など、多くの窓口の利便性向上に向
け、取組を進めています。

22
証明書セルフ申請窓口



先進技術・仕組みの活用

自治体DX
（窓口）

AIを活用した総合案内サービス
（AIチャットボット）（2020年～）

豊田市役所
総務部

市ホームページ上で利用者が入力する子育てや福祉、戸籍、税等の手続き方法や制度に関する問合せ
をはじめ様々な問合せに対して、AIチャットボットが自動的に回答を表示。
これにより、インターネット上で２４時間３６５日の問合せ対応が可能となり、市民サービスの向上
に加え、職員の業務効率化を進めています。

【担当者コメント】
AIチャットポッドの導入により、市
役所の時間外に問合せをしたい時や
電話よりも気軽に問合せをしたい時
に利用でき、市民の利便性向上と職
員の業務効率化を進めています。
問合せ内容を学習させることで、よ
り精度の高い回答を提供できるよう、
引き続き取組を進めていきます。

23



先進技術・仕組みの活用

自治体DX
（負担軽減）

ＩＣＴシステムを活用した保育業務支援（2021年～）

豊田市役所
子ども部

公立こども園60施設に、保育業務支援システムによる登降園管理、園児の健康管理、園と保護者間に
おける連絡などのＩＣＴ化のほか、キャッシュレスサービス導入による給食費や一時保育料などの
電子支払い対応を進め、保育士の業務負担軽減や保育環境の充実を図っています。

【担当者コメント】
ＩＣＴシステムの導入は、現場の保
育士からの評価も高く、事務効率の
向上や幼児教育・保育の環境の向上
に効果があると見込めました。
今後も、現場保育士の負担軽減や保
育の可視化による保護者や地域との
関係構築に向け、引き続き業務の見
直しや更なる機能導入を検討してい
ます。

24

タブレット（ICTシステム）活用した健康管理や登降園管理

キャッシュレスサービス（対応している支払い方法）

キャッシュレス

決済



先進技術・仕組みの活用

ＴＯＰＩＣＳ 【実証事業】 ＡＩを活用した窓口業務（2021年～）

①三菱総研×アイネス
②ＮＴＴドコモ

豊田市役所
総務部、福祉部

①住民相談業務を支援する「AI相談パートナー」を導入し、職員個人に紐づく暗黙知を形式知化する
ことで、窓口相談での福祉サービスの向上・効率化及び職員の事務負担軽減に取り組む
②スマホアプリ「健康マイレージ」を活用し、ＡＩによる健康リスク検知するとともに、異変検知に
より、家族等に情報発信等を行う

【担当者コメント】
専門化、複雑化する福祉分野の業務
について、職員スキルの向上ととも
に、スキルの横展開を図ることが重
要と考え、暗黙知のデータベース化
に取り組んでいます。
高齢者においても、スマホ等を使い
こなす方は年々増えており、情報通
信技術の積極的な活用を図っていき
ます。

①三菱総研×アイネス

②ＮＴＴドコモ

25

相談内容の
分析・判断

支援サービス
候補の提案

対面・電話
相談

住民 職員

相談記録票を作成

Excel
Word

相談データの蓄積
学習・分析

関係部署等へ
情報共有

発言内容の
テキスト化

職員ガイダンスの
表示

分析結果から
支援メニューを

提案

支援

過去の類似事例
抽出

発話内容のテキスト化により
正確性の向上・効率化

漏れなく的確な支援が可能
福祉サービス向上が実現

令和3年度
実証範囲



注目情報
（文化・スポーツ）
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注目情報
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参合館北側及び
西側壁面ラッピング

市内小・中学校等で、ラリーの魅力
と交通安全の大切さを伝えるラリー
教室を開催

＜2022年度ラリー競技 豊田市での開催予定＞

① 豊田しもやまラリー
6月18日(土)、19日(日)

② シロキヤラリー
10月1日(土)、2日(日)

③ フォーラムエイトラリージャパン2022
11月10日(木)～13日(日)

④ TOYOTA GAZOO Racing ラリーチャレンジ
11月19日(土)、20日(日) 

ＦＩＡ世界ラリー選手権
フォーラムエイト・ラリージャパン２０２２

2022年11月10日～13日



注目情報

豊田スタジアム

28

ラグビー国際試合

7月2日（土）【ラグビー】
リポビタンDチャレンジカップ2022

日本代表vsフランス代表

2月19日（土） ヴィッセル神戸
2月23日（水・祝）清水エスパルス
3月6日（日） サガン鳥栖
3月20日（日） 柏レイソル
3月26日（土）徳島ヴォルティス
4月6日（水） 湘南ベルマーレ
4月10日（日） コンサドーレ札幌
4月13日（水）サンフレッチェ広島
5月3日（火・祝） 京都サンガF.C. 
5月14日（土） セレッソ大阪
5月25日（水） アビスパ福岡

6月26日（日） 鹿島アントラーズ
7月10日（日） 清水エスパルス
7月16日（土） 川崎フロンターレ
8月6日（土） 浦和レッズ
8月19日（金） ジュビロ磐田
8月27日（土） ガンバ大阪
9月17日（土）or18日（日） サンフレッチェ広島
10月1日（土）or2日（日） 横浜F・マリノス
10月29日（土） FC東京

Ｊ１リーグ＆ルヴァンカップ 豊田スタジアム開催試合

「EAFF Eｰ1サッカー選手権2022決勝大会」
豊田スタジアムが会場に決定！

★主催：東アジアサッカー連盟（EAFF）

7月20日（水） 女子：中国 対 チャイニーズ・タイペイ
男子：中国 対 韓国

7月24日（日） 男子：韓国 対 香港
男子：日本 対 中国

7月27日（水） 男子：中国 対 香港
男子：日本 対 韓国



注目情報

豊田市美術館 【美術館】
・交歓するモダン 機能と装飾のポリフォニー

2022年６月７日～９月４日
・ゲルハルト・リヒター展

2022年１０月１５日～ 2023年１月２９日
・未生の美ʷ技能五輪の技（仮）

2022年１０月１５日～１１月２７日
・宇宙猫の瞬き（仮）

2023年２月２５日～５月２１日

ゲルハルト・リヒター展

豊田市民芸館
・藍染の絞り 片野元彦・かほりの仕事

（日本民藝館巡回展）
予定：2022年９月１３日～１２月４日

・（仮）全国郷土人形展
予定：2022年１２月１７日～2023年５月７日

藍染の絞り
片野元彦・かほりの仕事 29



注目情報

鞍ケ池公園ミライプロジェクト
※東京オリンピック・パラリンピックで使用

された車両が運行中

30

「フォレストアドベンチャー・豊田鞍ヶ池」
（2022年3月30日オープン）



注目情報

31
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豊田市内を走行する「とよたおいでんバス」「名鉄バス」「地域バス」の経路検索等に
必要な情報をＧＴＦＳ（標準的なバス情報フォーマット）に基づきオープンデータ化し
ています。Ｇｏｏｇｌｅ等での経路検索で、バスの時刻表・路線が確認可能です。
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ス
停

バス
約１０分

バス
約２２分

鞍
ケ
池
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園
前

バ
ス
停

バス
約４分

アクセス情報
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駅
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口
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場
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ー
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り
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美
術
館
北

バ
ス
停

徒歩
約１５分

タ
ク
シ
ー
乗
り
場

徒歩
約６分



注目情報
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豊田市の観光マップ
挙母祭り

小原四季桜

足助の古い町並み

三河湖

ツーリズムとよた
公式HP

愛・地球博記念公園
ジブリパーク

（2022年11月1日開園）



【お問合せ先】 ※御視察の相談等、お気軽にお問合せ下さい
豊田市役所 企画政策部 未来都市推進課
（ＴＥＬ） ０５６５－３４－６９８２
（E-mail） hybrid-city@city.toyota.aichi.jp

御視察などで、御宿泊・お食事される時は、
豊田市公式観光サイト“ツーリズムとよた”で御検索ください
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